お礼と継続支援のお願い

―希望をもって生活を立て直すために―

　皆さまにはお変わりなくご活躍のことと存じます。

世界同時不況による失業者が急増し始めてから1年が経過しました。この間、多くの皆さまに、失業者への食糧支援、就学困難な子どもたちへの奨学金支援などにおいて、多大なご支援・ご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。皆さまのご支援とあたたかいお言葉に、活動を支えてきたボランティアスタッフも本当に励まされています。

失業による困窮世帯に対する食糧支援活動については、毎週土曜日に継続して行っていますが、食糧の配給を受ける世帯数は当初の週300世帯から現在は80世帯へと減ってきています。実感としては、少しずつですが、雇用状況が良くなっているようです。　

収入がまったくなく、会社の寮も追い出されて友人・知人宅に身を寄せ、食糧支援に支えられながら生活してきた方の中にも、この10月になって再就職が叶った方もいます。これまでの食糧支援登録世帯数は1000世帯、支援パッケージ数はのべ7000個、配給したお米だけでも10トンになります。

奨学金支援をいただいているパウロ・フレイレ地域学校でも、子どもたちは元気で勉強を続けています。全校生徒80人のうち約半数の児童・生徒・青年が、低所得のために奨学金を受給しており、奨学金総額は月額60万円近くになりますが、支援者の皆さまからいただいた支援金で補填してきています。

10月24日には、学習発表会「文芸の夕べ」が催され、保護者や地域の皆さんが多数出席のなかで、子どもたちのたいへんすばらしい学習発表が行われました。同時に出版された作文集『生きる、学ぶ、つづる―お話したいたくさんのこと―』は、子どもたちが自分自身と向き合いながら、生い立ちをつづり、学ぶ喜びを表現するすばらしい文集となっています。

皆さまのご支援のお陰で、このように支援事業が順調に進められてきていますが、経済回復にはまだ今しばらく時間がかかりそうです。そこで、たび重なるお願いで心苦しく、申し訳ございませんが、皆さまにはあともう少しのご支援をお願いしたいと存じます。

外国人参政権法案や外国人学校支援法が検討されるなど、外国人労働者とその子どもたちの生活や教育をめぐる状況も大きく変わりつつあります。今後、様々な公的な支援をもらえる可能性があるように思われます。

それまで何とか、この助け合いとふれあいの事業を継続していきたいと存じます。

皆さんには、何卒よろしくお願いいたします。

　

2009年12月　

特定非営利活動法人　保見ヶ丘ラテンアメリカセンター

代表理事　野元弘幸（首都大学東京教員）

支援方法は次頁に記載　　　　　　　　

支援活動の内容
　生活支援　　　生活保護・医療相談、通訳、困窮家族のための食糧援助

　住宅の確保　　県や市への公営住宅提供や公的支援を求める要請活動

　再就職のための職業訓練　日本語学習機会の提供など

　教育保障　　　子どもたちの学習保障のためのブラジル人学校支援や補習教室支援

　情報提供　　　雇用・住宅・生活支援関連のニュースの発行

　自主団体の支援　「ワーカーズコープ保見ヶ丘」など自立・互助組織の支援

皆さんにお願いしたいこと
○寄付・カンパ　センターにご持参いただくか、下記の口座にお振り込みください。
　　　　　　　　　郵便局口座　00890-2-17817

      　　　　　　加入者氏名　特定非営利活動法人保見ヶ丘ラテンアメリカセンター

○食糧支援　お米、小麦粉、缶詰、根菜類、粉ミルクなど。内容・量、問いません。

ご持参いただくか、下記の住所までお送りください。
○ボランティア参加　090-2348-1154（野元）、または下記までご連絡ください。
○メール受信希望登録
	特定非営利活動法人　保見ヶ丘ラテンアメリカセンター（代表理事　野元弘幸）

　　　　　　　0565-43-1607  月曜－金曜　午後1時～4時

　　〒470-0353  愛知県豊田市保見ヶ丘5-1　フォックスタウン1F
　　　TEL/FAX: 0565-43-1607  E-mail: celaho@gaea.ocn.ne.jp
      URL: http://www9.ocn.ne.jp/~celaho
      センターは保見団地中央のフォックスマート1F、駐車場横にあります。


　　みなさんに関心を持っていただき、多様な支援のあり方を今後も模索していくために、「保見団地日系人緊急支援情報」を配信しています。受信希望の方は、下記のメールアドレスまで、その旨を送信いただきますようお願いいたします。

